
市販ソフトウェア製品のご紹介

工数管理・プロジェクト管理ツール

TimeTracker NXは、「現場の活動を支援する」をコンセプトにした工数管理・プロジェクト管理ツールです。

デンソークリエイトが業務の可視化と改善のために継続してきた、工数計測のノウハウから生まれました。

POINT

- １分でできる工数入力

- 現場の試行錯誤が生んだプロジェクト管理

- データを改善活動に活用する

Next Designはシステムとソフトウェア開発のための次世代設計ツールです。

各工程の設計情報の構造と関連を定義した「メタモデル」と、それを表現するための図・文書表現

である「ビュー定義」を開発現場の観点・用途に合わることで専用の設計ツールにできます。

POINT

- 開発プロセスの設計情報をそのままツールで表現

- モデリングツールに文書・トレーサビリティ機能を融合

- プロダクトライン開発支援機能を搭載

- エクステンションで自由に拡張

設計レビュー支援ツール

Lightning Reviewは、ソフトウェア開発やハードウェア設計など、あらゆる知識労働の現場で日常的

に行われている「作業成果物のレビュー」を支援するツールです。直感的な操作でスピーディーなレ

ビューを実現するとともに、レビューを見える化することで、成果物の品質向上につなげることがで

POINT

- 見たままを"ダイレクト"に伝える

- レビューの状況が"一目"で把握できる

- 指摘・問題の"バラツキ"が見える



















「GitHub」や「SharePoint」で管理されているドキュメントを対象としたレビューが行えます。また、「Slack」「Teams」
「Outlook」などを通じて、指摘登録や修正確認を行ったことをメッセージできるので、迅速な情報共有が可能です。



https://www.timetracker.jp/evaluation

現場の改善活動を支援する、工数管理・プロジェクト管理ツール



TimeTracker NXは、プロジェクトや業務の改善に活用できる工数管理ツールです。

直感的に使えるインターフェースだから、毎日たった1分の入力作業で、現場に負荷なく

高精度の工数を計測し、分析することが可能。このデータの蓄積が、大切な資産となります。

改善につながる「正確な事実を」計測・分析。

現場志向の工数管理ツール。

TimeTracker  NXでは、進捗と工数がそれぞれ現場に必要な粒度で管理できたり、

大まかな計画から始めて段階的に詳細化したりといった、現場視点ならではの数々の機能を

備えています。これまで使っていた帳票と手軽にデータ連携することも可能で、現場のため

のプロジェクト管理を強力に支援します。

現場の実情に合わせて使える柔軟性を備えた

プロジェクト管理ツール。

「実態がつかみにくい知識労働を、工数で見える化して改善活動の入力とする」という

発想で、改善を支援します。過去のプロジェクトとの比較、仕事ぶりの変化、生産性などを

数値で確認。改善効果も見えるから、現場が成長の喜びを味わうことができ、さらなる改善

活動を加速します。

見えなかった事実に向き合える。

改善の成果を味わえる、改善活動支援ツール。

TimeTracker NXは、ソフトウェア開発、ハード設計、営業、Web制作などの知識労働における
工数管理・プロジェクト管理のためのツールです。工数やコスト、そして進捗状況を見える化し、改善活動を支援します。

TimeTracker NXは、デンソークリエイトのソフトウェア開発現場での長年の改善活動から生まれ、培われてきました。
マネージャー、サブリーダー、メンバーなどの役割に応じて活用でき、プロジェクトの現場において大きな効果を発揮します。

Webアプリケーションとして実現されたTimeTracker NXでは、リアルタイムの情報共有が可能。
プロジェクトやチームでの業務可視化や改善が加速します。

現場の改善活動を支援する、
工数管理・プロジェクト管理ツール。

簡単
直感的なインターフェースで、
誰でも今すぐ始められる。

01 TimeTracker NXの特徴

改善　活動

プロジェクト管理工数管理

02

可視化
工数や進捗状況を視覚化することで、
見えにくい現場の状況が見えてくる。

柔軟
現場に合わせて使えるから、
全員が無理なく続けられる。

改善
問題の所在が明確になるから、
事実に基づく改善活動が加速する。



その日の工数を 1 分で入れられる直感的なインターフェース。

だから誰でも続けられる。

メンバーが毎日無理なく
工数を入力できる「タイムシート」

工数入力は、ドラッグ&ドロップするだけの
簡単操作。誰でもすぐに始められます。
入力を支援するショートカットや予定
インポートなど、毎日の入力が快適になる
機能を多数搭載。直感的に使えるから、
全員が無理なく続けられます。

01入力負荷を軽減する
使いやすいインターフェース

Outlook (Microsoft365) や
Google カレンダーの予定をインポート

TimeTracker NXなら、Outlookなどのスケジューラー
で管理している会議などの予定情報もワンクリック
でインポート。会議が多い場合でも、工数入力に
余計な手間がかかりません。

工数データ CSV/Excel 形式で
エクスポート

実績工数のデータは、CSVやExcelファイルとして出力
可能。Excel帳票や他システムと連携したデータの活用
にも対応します。

ドラッグ＆ドロップであっという間に入力

工数の入力は、ツリーから担当タスクをドラッグ&ドロップするだけ。
マウス操作のみで簡単に入力でき、メンバーに負荷をかけません。

よく使うタスクは ショートカットで工数入力

毎日実施するタスクは、その都度ツリーから選択しなくても、ショート
カットとして登録しておくことができます。細かい点にもこだわった
操作性が、工数入力の定着につながります。

工数集計作業は一切不要

各メンバーが入力した工数は、自動的に集計されてプロジェクト画面上に
表示されます。上位階層にも自動的に積み上げ計算されるので、
案件別やプロジェクト全体の工数も手間なく確認できます。

自分の時間の使い方を振り返る

入力した工数は、さまざまな視点で自動集計。リアルタイムでグラフ化
されます。自分の仕事ぶりを毎日客観的に振り返ることで、事実が
見えてきます。

タスクはシンプルに、工数は細かく分析

例えば、同じ「設計」タスクに使った工数でも、「レビュー」「手戻り」など
の作業分類を区別して記録。シンプルなタスク構成のまま、工数は
詳細に見える化できます。

タスクのスケジュール更新や追加もシームレスに

工数入力画面上で、タスクのスケジュールやステータス更新、さらに
タスク追加も操作可能。工数管理とプロジェクト管理をつなぐシームレスな
しくみで、画面を切り替えるストレスから解放されます。

TimeTracker NXは、正確な工数をもとに
プロジェクトや業務を改善するという目的
から生まれたツールです。最小5分単位の
工数管理やシームレスに使えるレポート
機能により、高精度な工数を計測し分析
することができます。このことが、生産性の
向上や品質改善につながります。

改善につながる「正確な事実」を
計測・見える化 02事実」を事実」を

プロジェクト管 理 機 能にも長けた
TimeTracker NXなら、プロジェクトの
スケジュール変更やタスク追加も、同一
画面上でシームレスに操作可能。
単なる工数計測にとどまらない現場の
改善活動をサポートします。

工数管理とプロジェクト管理を
あわせ持つという発想03ト管理をト管理を

工数管理で
よくあるお悩み

-Excel や他ツールでは使い勝手が悪くて挫折
- 正確な工数データが集まらない

- 集計や分析が手間で改善活動につながらない

現場の「思い」を

支援する

　　　　　　　  

の特徴

03 工数管理 04



現場の実情に合わせられる柔軟性と表現力。 

今までの仕事のやり方を変えず、
すぐに始められます。

現場に即した柔軟な
計画作成・進捗管理のしくみで

日々のプロジェクト管理を
サポートする「プロジェクト」

プロジェクトを
リアルタイムに共同編集

TimeTracker NXでは、他のメンバーの編集状態を
気にすることなく、同時にプロジェクトを編集することが
できます。そして変更した内容は、各自のプロジェクト
画面上に即座に反映。プロジェクト内のスムーズな
コラボレーションを促進します。

コスト単価・所属組織の履歴管理で
高精度のデータ集計

プロジェクトの途中でメンバーの単価が変わったり、
組織間の異動があった場合でも安心です。TimeTracker 
NXなら、単価や所属組織の履歴も管理できるので、
その時点の単価や組織に基づいた集計が可能です。
現実に即したデータ集計を支援します。

手書き感覚で直感的にスケジューリング

スケジュールは線表（ガントチャート）で視覚的に管理。期間の設定は、
マウスでドラッグするだけの簡単操作。ストレスなく、意図通りの計画が
さくさく画面上で表現できます。

シンプルに始めて 必要なだけ詳細化

プロジェクト立ち上げ時に詳細な計画を立案することは難しいものです。
TimeTracker NXなら、大まかな計画から始めて段階的に詳細化して
いくことができます。より現実的で効率的な運用が実現できます。

現場志向のスケジューリングを支援

各タスクのスケジュールの前後関係を表すリンクの設定、納期から
逆算して計画するバックワードスケジューリング、納期の固定など、
現場の実情に合わせた計画を支援します。

ステータスを定義して 具体的に進捗管理

進捗状況において進捗率は重要な指標です。ただ、数字だけでは
具体的な状況が見えません。ステータスを設定することで、進捗状況が
明確になります。完了までのステップを定義するだけなので、進捗管理が
分かりやすくシンプルなものになります。

見積もりの根拠となる 高精度のコスト管理

TimeTracker NXなら、収集した高精度の工数データで詳細タスク
ごとにコストを自動計算。プロジェクトのコスト管理やコスト超過の
原因分析に活用できます。勘や経験に頼りがちな見積もりも、実績
コストの活用により精度向上が期待できます。

カンバンで手軽にアイテム管理

プロジェクトのアイテムをカードで表示することで、チームのメンバー全
員でアイテムとその状態を一目で共有できます。

05 プロジェクト管理 06

現場で安心して使えるよう、簡単に使い
始められ、そして使い続けられることに
TimeTracker NXはこだわっています。
例えば、Excelとの連携。現場で培って
きたやり方や工夫が詰まった帳票と連携し、
スムーズにツールの移行や共存が実現
できます。

01現場でのこれまでの工夫を
活かしてすぐに始められる

現場志向の

管理機能を備えた

　　　　　　　  

の特徴
実際のプロジェクトでは、まずは大まかに
計画を立てて段階的に詳細化するという
ことも多いでしょう。
TimeTracker NXなら、段階的に必要な
タイミングで必要な粒度にプロジェクト内
の作業を詳細化することができ、現場の
進め方に合わせて柔軟に使えます。

現場が求める
柔軟な計画作成を実現02現現現現

「タイムシート」で各メンバーが入力した
工数は、プロジェクト画面上に即座に
反映されます。工数やコストの状況を
リアルタイムで把握するとともに、進捗
状況もガントチャートのイナズマ線で
一目瞭然。工数管理とプロジェクト管理が
高度に融合し、プロジェクト全体の可視化を
促進します。

工数管理と高度に融合、
プロジェクトの状況を可視化03、、

可視化可視化

プロジェクト管理で
よくあるお悩み

- Excelでは度重なる計画変更が大変

-管理ツールの機能に合わせなければならず使いにくい

-進捗状況の定量化や見える化が難しい

-プロジェクト管理と工数管理を一元化したい



普段の帳票が、あっという間に定量的な報告書に変わります。

Excel 帳票と双方向に
データ連携。

Excel の報告書から TimeTracker NX に データを反映

Excelの報告書を直接編集した場合でも、TimeTracker NXへの転記作業は必要ありません。
例えば、委託先から提出された進捗報告書の内容を、ボタン1つでTimeTracker NXに反映。
データをTimeTracker NXに集約し、より効率的に管理できます。

07 Excel 連携 08プロジェクト横断管理

問題を早期に検出し、対処できます。

組織や複数プロジェクトの状況を
瞬時に把握。

工夫していた帳票をそのまま使える手軽さ

Excelに追加されるツールバーのボタンをクリックするだけで、Excelで選択した表を自動認識。
TimeTracker NXで集めた工数やプロジェクトの進捗状況などのデータを、マウス操作だけで簡単に
帳票に取り込めます。

こんな
お悩みを
解決します

- データを手作業で転記するのが面倒
- 毎週の報告書作成に時間がかかる
- 定量的な報告を効率的に実施したい

進捗などの報告書をExcelで作成していませんか？せっかくプロジェクト管理
ツールなどで定量的なデータを集めても、そのデータをExcelの報告書に
転記するのは非常に手間です。TimeTracker NXの「Excel連携アドイン」
なら、現在お使いの帳票とボタン1つで簡単にデータ連携。マクロなどの専門
知識も不要なので、誰でも手軽に始められます。

管理するプロジェクトが多くなると、進捗の確認だけでも時間がかかります。その結果、問題の発見が遅れ、対応が手遅れになることも。
TimeTracker NXを使えば、遅れの傾向が出ているプロジェクトがすばやく発見できるだけでなく、メンバーの負荷や今後の業務量を横
断的に確認して人員の調整を行うなどの適切な対応も可能になります。

プロジェクトの進捗状況を横断管理

TimeTracker NXでは、複数のプロジェクトのガントチャートを並べて表示
できます。
現在稼働中のプロジェクトの進捗状況も、イナズマ線なら一目瞭然。
あわせて工数やコストの情報も詳細レベルで確認でき、プロジェクト
の横断管理がスムーズになります。

こんなお悩みを
解決します

- 複数プロジェクトの進捗確認が大変
- 要注意のプロジェクトをすぐに知りたい

- メンバーの負荷調整をタイムリーに行いたい
-プロジェクト横断で各メンバーの進捗状況を手軽に確認したい

プロジェクト横断で各メンバーの担当タスクを確認

複数のプロジェクトが同時に進行している場合、どこから手を付けていくか、どのタスクを優先すべきかは
プロジェクト単体では判断できません。TimeTracker NXでは、自分やメンバーごとの担当タスクについて、
プロジェクト横断で進捗情報とともに一覧表示することができます。期日や遅れの順に並んでいるので、
優先度をすばやく確認し仕事が進められます。

毎日手軽にモニタリング

メンバーやプロジェクトの状況は、管理者が１つ１つ画面を開いて確認する
必要はありません。TimeTracker NXの画面を開くだけで、メンバーの
工数状況や、プロジェクトの進捗状況がグラフで確認できます。

メンバーの負荷状況を一覧化

複数のプロジェクトを兼務するメンバーというのは珍しいことではありません。
そのような場合、それぞれのプロジェクトでどれだけ工数を確保できるかというのは悩ましいところです。
実際の負荷も考慮する必要があります。TimeTracker NXのリソース負荷画面では、各メンバーの
計画工数と実績工数が一覧で確認できます。プロジェクトごとの内訳表示も可能で、負荷調整に
活用できます。

ガントチャートも出力

ガントチャートをExcelにそのまま出力できるため、TimeTracker NXを利用していない方々とも簡単
に情報を共有できます。



自在な分析機能で、改善が加速します。

個人でも、プロジェクト横断でも、
すばやく見える化。 

ドラッグ &ドロップで工数・コストを自在に集計

TimeTracke r  NXのピボット分析があれば、もうExce lでの分析は不要です。工数やコストデータ
の集計軸は、ドラッグ操作で自由自在に入れ替え。見たい情報がすぐに確認できます。プロジェクト
別、メンバー別、組織別、月別などあらゆる角度から計画と実績のデータが分析できます。

09 分析・レポート 10管理機能

さまざまなシステム設定も、
Webの画面で一元管理。

自分の仕事を振り返り

「工数の多いプロジェクト」などのレポートを選択するだけで、簡単に自分の仕事ぶりを視覚化。
何にどれだけの時間を使っているか、実績の色分けとグラフにより一目で把握できます。
無駄な時間を洗い出すことで、改善につなげられます。

こんな
お悩みを
解決します

- データの集計が面倒で時間がかかっている
- 忙しい中でも業務を見える化したい
- 集計した工数をさまざまな角度から
分析したい

せっかく集めた工数データも、そのままでは改善につながりません。
しかし、分析のためにデータを毎回Excelに出力するのは面倒なもの。
TimeTracker NXでは、ドラッグ&ドロップの直感的な操作と多彩な分析軸で、工数の
リアルタイム分析と見える化が可能です。

他にもさまざまな機能を搭載、幅広いニーズに対応

- タスクのステータスを独自に定義し、プロジェクトに適用
- ExcelやCSV形式で実績工数データをエクスポート

- Active Directory連携で、Windowsのログオンパスワードを適用可
- 1つのサーバーで3000人規模までの運用に対応
- 利用可能なタスクの属性(フィールド)をシステム単位でカスタマイズ

アクセス制御で、セキュリティも安心

プロジェクトで扱うデータには、関係者外秘のものや他部署には開示できない
ものが多くあります。TimeTracker NXでは、そのようなセキュリティにも配慮。
使用可能な機能とアクセス可能なデータ範囲が細かく設定できるので、安心
してご運用いただけます。

プロジェクトの各種設定を一括適用

タスクのステータス定義や管理フィールドは、プロジェクトごとにカスタマイ
ズして使うと便利ですが、一つ一つ設定するのは煩わしいものです。
TimeTracker NXでは、各種設定を「プロファイル」としてシステム単位
でまとめて定義しておけば、プロジェクトの新規作成時に繰り返し適用で
きます。プロジェクトをスムーズに立ち上げることができます。

リアルタイムに工数をグラフ化する
「クイックレポート」

プロジェクト横断で多彩な分析が可能な
「ピボット分析」

Edition

利用目的に応じて選べる
2 つのエディション。

Professional EditionStandard Edition

●  工数を手軽に入力し、管理したい
●  作業単位の工数を把握したい
●  進捗管理をこれから始めたい
●  ガントチャートを使って作業のスケジュールを管理したい

こんなお客様にこんなお客様に

●  工数管理だけでなく、プロジェクト管理もしっかり行いたい
●  作業内容に応じて、進捗状況をきちんと管理したい
●  メンバーの負荷状況を見える化したい
●  工数データをいろいろな面から分析したい
●  既存のExce l帳票を活かしながらプロジェクトを管理したい

工数入力による業務の見える化を中心に
基本的なプロジェクト管理機能も搭載。
工数管理・プロジェクト管理が手軽に始められます。

工数管理機能に加え、
本格的なプロジェクト管理や
データ分析にも対応。
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